
 



 

はじめに 

 

 

  近年、全国各地で大雨に起因する自然災害が増加しており、本県においても、昨年

７月に梅雨前線に伴う豪雨が発生し、甚大な被害が発生しました。また、この時、本

県では「大雨特別警報」が発表され、平成２５年の運用開始以降、全国最多の通算６

回目の発表となりました。 

 

  このように本県は、大雨に起因する水害が発生しやすいという地域特性を持ってお

り、水害に伴う被害の軽減のために、県や市町村、関係団体が連携し、各種取組を実

施しているところです。 

 

  本県においては、災害時に地域防災の要として活動していただく自主防災組織等の

リーダーが、「自助」や「共助」の力を高めていく上で、必要となる知識や技術を習得

していただくことを目的とし、本研修会を実施しています。 

 

  本報告書は、今年度に開催した研修結果をまとめたものになります。各都道府県に

おいて、地域防災を推進して行く上の参考として御活用していただければと存じます。 

 

 

 

 

    令和６年７月 

 

福岡県総務部防災危機管理局     

消 防 防 災 指 導 課 長     

中 村  智 弘     
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第１編 

概要 
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令和６年度福岡県自主防災組織リーダー研修会 概要 

 

１ 目的 

本研修は、受講者が自主防災組織等で指導的立場として活動していくにあたって、

より専門的な防災知識や技能の習得を行い、さらなる地域防災の活性化を行う人材を

養成することを目的とする。 

 

２ 開催日時 

  令和６年６月６日（木） １０時００分～１６時００分 

 

３ 場所 

  久留米シティプラザ 大会議室（久留米市六ツ門町 8-1） 

 

４ 受講対象者 

 ⑴ 自主防災組織等におけるリーダー役になりたての方 

 ⑵ これから自主防災組織等を結成しようと考えている方 

 ⑶ 町内会の役員で地域防災に関する取組みの経験があまりない方 

 ⑷ 市町村の防災関係部署の職員 など 

 

５ 受講者数 

  １３３名（申込者：１５３名） 

 

６ 研修内容 

  別添「カリキュラム」のとおり 

 

７ 実施主体等 

  共催：一般財団法人日本防火・防災協会、福岡県 

  後援：総務省消防庁 
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＜日時・会場＞
　　６月６日（木）　久留米シティプラザ　大会議室

時間 項目 内容 講師等

9：30～10：00 受付 - -

10：00～10：05 開講 開講・オリエンテーション 消防防災指導課

10：05～10：55 講演
【講演１】　被災者講演

「過去の被災を踏まえた防災対策」
医療法人順天堂　順天堂病院

事務長　白濱　好美　氏

１１：０５～１１：５５ 講演
【講演２】　被災地支援者講演

「令和５年７月豪雨の活動報告」

久留米大学　法学部　国際政治学科
教授　松田 光司　氏

（くるめ災害支援ネット「＃（ハッシュ）」　代表）

12：00～13：00

13:00～13:50 講演
【講演３】　専門家講演
「避難所の課題と対策」

国際医療福祉大学大学院
災害保健医療研究センター副センター長

医療福祉学研究科　保健医療学専攻　災害医療分野
教授　石井　美恵子　氏

１4：00～１5：50
※途中適宜休憩あ

り
演習

ふくおか防災クロスロード

「どっちにすると？」

　司会進行　　：　消防防災指導課

　アドバイザー：　松田氏、石井氏

15：50～16:00 閉講 閉講・事務連絡 消防防災指導課

令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会

【応用編】　次　第

昼休憩
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令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会【応用編】実施結果 

 

１ 開催日時・会場 

  令和６年６月６日（木）１０時００分～１６時００分 

  久留米シティプラザ大会議室（久留米市六ツ門町８－１） 

 

２ 受講者数 

１３３名（申込者数：１５３名） 

 

３ 研修会の様子 

  

 

講演（白濱講師） 

 

講演（松田講師） 

 

講演（石井講師） 

 

グループワーク（防災クロスロード） 

-4-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 受講者アンケート結果 

⑴ 受講者の状況 

 

 

 

 

 

グループワーク発表 

 

非常食展示 
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⑵ 研修内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見・感想】 

・事業所の被災体験を聞く機会がなかったので、実体験が聞けてよかった。 

・同じ職種だったので、職場で検討会を開催したいと思った。 

・もっと広く市民の方にも聞いてほしい内容であった。 

・被災する度に課題を整理し、次の目標をしっかり定めて改善していかれる姿勢に感動しま

した。地域の取組を構築していく際にもとても役立つと思います。 

・話の核心の部分が見えなかった 

【意見・感想】 

・ボランティアのつながりを詳細に知ることができてよかった。 

・ボランティアの力と行動力に頭が下がる思い。ボランティア任せにならない、国の対策も

必要と感じた。 

・今後、災害が起こった際の復旧作業の参考になった。 

・被災者への寄り添い方がきめ細やかなことに驚かされた。大変な中にも心を大切にする

ことを忘れてはならないと思った。 

・説明と写真が乖離しているためイメージしづらかった。もっと写真からイメージできるよ

うなものが必要だと思う。 
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【意見・感想】 

・人権にまで防災感覚が及ぶ講演が聞けてよかった。 

・日本の避難所のレベルの低さ痛感した。海外と日本の対応のギャップに愕然とした。 

・イタリアの避難所の話は目から鱗だった。弱った人に早く立ち上がってもらうためにも人

権を尊重した環境が必要だと言う理論は素晴らしいと感じた。行政のせいにするだけでな

く自分たちにできることは何かを考えたい。 

・日本に留まらない様々な視点からのお話やメディアが報じないことを知ることができた。 

・イタリアの話より日本の課題をどう解決するかが講演からは見えなかった。 

【意見・感想】 

・いろいろな意見が聞けて勉強になった。自分の固定概念は捨てねばと考えさせられた。 

・色々な意見が聞けて、気付かされることも多かった。地域でやってみようと思った。 

・様々な問題に対して、ディスカッションができた。とても有効な手法だと思う。 

・自分では思ってもみなかった意見や実績に基づいた感想、実際の行動等を聞いて大変参

考になった。 

・もっと個人の回答が分かれるような課題にすべきだった。いろんな意見を聞きたかった。 
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⑶ 研修会全体について 
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第２編 

研修会資料 
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～資料の内訳～ 

 

１ 被災者講演 

  「過去の被災を踏まえた防災対策」 

 

２ 被災地支援者講演 

  「令和５年７月豪雨の活動報告」 

 

３ 専門家講演 

  「避難所の課題と対策」 
 

４ 演習 ふくおか防災クロスロード 

  「どっちにすると？」 
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令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会 

【応用編】 講義資料 

 

 

 

 

 

被災者講演 

「過去の被災を踏まえた防災対策」 

 

 

 

 
医療法人順天堂 順天堂病院 

事務長 白濱 好美 氏 
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2度の⽔害における
医療法⼈順天堂 順天堂病院の
対応について

医療法⼈ 順天堂 順天堂病院
（佐賀県杵島郡大町町）
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対策の概要
事前対策 ・新築移転時 盛土140ｃｍ、電気設備を屋上設置

・2014年 ⽔道管バイパス工事
・2016年 電子ｶﾙﾃｻｰﾊﾞｰ３F設置、専用発電機
・2017年 垂直避難訓練 以後毎年実施

2019年⽔害被災 床上25㎝
対策の実施 ・垂直避難の時間短縮

・職員連絡⼀⻫メール
・止⽔板による防⽔（X線機器の保全）かさ上げetc

2021年⽔害被災 床上１ｍ
対策の実施 ・X線検査機器を２Fへ移設

・重要機器の防⽔、かさ上げetc

当法⼈の概要

google
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当法⼈の概要
1959年 医療法⼈ 順天堂 設⽴
1999年 当地へ新築移転

所在地 佐賀県杵島郡大町町
■順天堂病院
■介護⽼⼈保健施設 敬松苑
・職員数︓170⼈

当法⼈の概要
順 天 堂 病 院

・3階建（病棟２F・３F）
・115床（医療療養病床）
・神経難病等慢性期重症患者

医療区分2･3 98％
・⼈工呼吸器稼動 40台
介護⽼⼈保健施設 敬松苑
・2階建（療養棟１F・２F）
・70床 平均介護度４.0

・酸素、吸引、胃ろう等有
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⽔害の想定と対策
■過去の⽔害
・1990年（H２）大⽔害 六角川越⽔(北⽅町)

家屋床上浸⽔多数、工場油流出
■⾏政の⽔害対策
・六角川堤防改修（川幅拡張）
・排⽔機場の設置

以降、30年⽔害は発⽣していなかった

気象の変化

これまでにない集中豪雨が各所で発⽣

当法⼈理事⻑
いつか⽔害が発⽣するかもしれない
⽔害対策を強化する
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新築移転時 1999年
■建 物︓盛土140㎝ 1990年⽔害で浸⽔しない⾼さ
■電 気︓電気設備、発電機は屋上 避雷設備

１号機
２号機

３号機

■⽔︓⽔道⽔・地下⽔

画像︓貯⽔タンク、地下⽔

■給⽔加圧ポンプ
・停止する前に各所で⽔をためておく

■地下⽔システム
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地下水

水道水

貯水
タンク

施 設

３F

２F

１F給水
ポンプ

■⽔道バイパス配管 2014年

バイパス配管

その他備品

■ガス︓調理用カセットコンロ１０台
■通信（電話）︓院内携帯電話配置

夜間は外線TELを病棟携帯電話へ転送
■非常⾷︓3日分
■薬品︓2週間分（定期処⽅分）
■酸素︓4日分
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避難訓練 2017年〜
■⽔害避難訓練︓毎年６月
⽼健施設１Fの入所者30⼈⇒２Fへ

避難訓練
■ ⾞椅子避難 15分
■ ベッドのまま避難 60分

（エレベーター ⾞椅子︓4台、ベッド︓1台）

職員が少ない夜間、避難するとき

「迷わず、⾞椅子で避難する」を周知
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■避難場所

画像 配置場所

避難手順
■避難マニュアル︓

画像 避難手順
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避難の判断
2017まで
何らかの原因で「排⽔機が停止したら避難」
情報収集 ︓大町町、排⽔機場へ出向き確認

排⽔機場

google

避難の判断の変更
2018.7.6 佐賀県に初の大雨特別警報

当法⼈ 22時頃
・機器を2階へ移動、排⽔機が停止したら⼈の避難

⻄日本豪雨 岡山県真備町
「堤防が突然崩れて大洪⽔」

避難基準変更「大雨特別警報が出たら避難」
先に⾞椅子で入所者を2階に避難させ

後でベッドや機器を移動
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情報収集の⽅法
・気象庁天気予報、台風情報
・国土交通省 河川情報︓六角川⽔位
・ライブカメラ
・雨雲レーダー

2019年 8月 水害の状況
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⽔害前日

8月27日（火）（大雨洪⽔警報）

・唐津、伊万⾥地区に大雨
・明け⽅に佐賀南部、武雄地区に降る可能性⾼い

夜間警戒体制
事務⻑・看護部⻑・放射線技師⻑

⽔害当日
8月28日未明より大雨
・４時頃 ９６ミリ（１時間雨量）⽩⽯
・５時 道路冠⽔ 通⾏不能
・理事⻑、事務⻑状況確認
・５時47分 理事⻑ 避難開始指示
・５時50分 大雨特別警報
・６時00分 ⽼健１Fの入所者避難開始
・６時27分 避難終了
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避難画像

敬松苑 2階 避難場所

当日の入院患者・入所者・職員数

・順天堂病院 入院患者 110⼈

・敬 松 苑 入 所 者 69⼈

・職 員 35⼈
（通常の出勤職員数 140⼈）
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器具の移動

浸⽔でエレベーターが止まる前に

・ベッド ︓入所者用
・医療機器︓検査機器、全⾃動分包機等
・書 類
・PC等事務用品

・社用⾞、職員の⾞ ︓すこしでも⾼い場所へ

病院 2階 廊下
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毎日新聞社提供

佐賀県対策本部︓油の流出で汚染防止のため⽔を排⽔す
ることができません。この状況は⻑く続きます。

病院 Ｘ線機器

ＣＴスキャン

Ｘ線透視撮影装置
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関係機関との連絡

・佐賀県 災害対策本部
・DMAT 佐賀県本部
・大町町 災害対策本部
・陸上⾃衛隊
・杵藤保健福祉事務所
・武雄杵島地区医師会

必要なもの︓職員をボートで移送してほしい

2日目︓8月29日（⽔）

・⽩⽯警察署、大町町、⾃衛隊
職員をボートで移送

・DMAT到着

・院内の清掃開始
・設備復旧業者ボートで到着
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職員の移送

佐賀新聞社提供（2019年8月30日掲載）

大町町 8月29日

国土地理院
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DMAT・県職員の⽅々

当初DMATの目的︓入院患者の移動の必要性の確認

重症患者多数・病棟は落着いて医療を提供できている
⇒ 籠城 の⽅針となった。

入院患者・入所者状態

・特に支障なく経過
・各師⻑により必要なケアの選別対応
・⾷事介助等手薄な部署へ応援振り分け
・病棟、療養棟は終始落着いた状態

家族への状態説明
・電話が混雑し通じにくい
・医師・看護師⻑よりこちらから電話連絡説明。
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⾃衛隊による物資搬入

3日目 8月30日（⾦）

・職員を⾃衛隊⾞両で移送

・DMAT隊撤収

・夕⽅ ⼀般⾞両通⾏可能

・酸素運搬補充
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4日目︓8月31日（土）
・職員 ⾞で通勤
・内部清掃完了
・避難した入所者を１Fへ戻す
・保健所検査 厨房使用許可

５日目︓９月１日（日）
・多くの来訪者 ⾏政関係機関、⾒舞者等

７日目︓９月３日（火）
・給⽔ポンプ、浄化槽ポンプ復旧

13日目︓9月９日（月）
・外来診療再開、デイケア再開

報道への対応 問合せ多数

・当初困惑 取材に応じていられない

「全国に報道されています。患者さんの身内の⼈も心配し
ているはず。正確な情報を出されたほうがよいです。」

「これだけの報道になっていてコメントできないとは
困ります。」
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主な被害状況
■人的被害：なし（患者、利用者、職員）
■インフラ系
・電気：停電なし
・水：１日断水 給水加圧ポンプ故障

⇒事前に貯水、バイパス復旧
・ガス：問題なし 感知器の異常
・電話：交換器故障 固定電話使用不可

⇒院内携帯電話使用
・エレベーター：停止 ⇒２日後復旧
・交通：通行不可 ３日間 ⇒職員ボート移送
■設 備
・医療機器：CTスキャン、X線TV、一般撮影、マンモ
グラフィ全損⇒入換え 他リハビリ機器、厨房機器等
・建物：床、壁、建具、書類棚等 水と油の汚染
・社用車：すべて全損⇒レンタカー使用後入換え

有効だった対策

・避難訓練
（職員と入所者にイメージができていた）

・電気設備の屋上設置
・⽔のバイパス配管
・機器の移動訓練

（⽐較的大型の機器︓薬品全⾃動分包機等）

不⾜だった対策
・職員連絡体制 職員の安全管理
・職員移送手段（ボート）
・社用⾞、職員⾞の対策
・浸⽔に対する対策︓重要設備の保護
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新たな対策の追加
■職員の安全確保等

連絡の円滑化︓⼀⻫メール導入
職員移送︓ボート、ランドクルーザー

■防⽔・排⽔
止⽔板（出入口、窓、放射線機器区画）
窓のシールド 排⽔ポンプ設置（10台）

■設備保全
⾞両︓敷地内全⾞両を安全な場所への移動
かさ上げ︓吸引設備、X線機器の⼀部
設備の上階への移動手順の詳細化
備蓄の増加︓酸素・非常⾷
電話通信の維持︓電話交換機を２Fへ移設

止⽔板

20カ所設置

ボート
14⼈乗り
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リハビリ機器のシート防⽔

2021年 8月 水害の状況
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前回の状況 2019年8月28日

雨量：１時間当り100ﾐﾘ

佐賀県：「油を川に出すことはできない」
⇒ 地域の排水門閉鎖

結果的に床上２５ｃｍの浸水

今後の水害想定：床上５０ｃｍ浸水で対応

工場からの油流出

3時間で250ミリ

工場の対策説明⇒油流出はない

■8月上旬 天気予報 1週間連続雨
・7月降⽔量少なかった
・ニュース︓嘉瀬川ダム貯⽔量の心配

■8月12日
・降り続く雨、山際に住む⼈の心配
・2年前の集中豪雨の予報ではない
・六角川の⽔位⾼い
・道路冠⽔の可能性はある
・職員に警戒呼びかけ

・

2021年 経 過
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■2021年8月13(⾦) 被災前日

・物品移動︓各部署物品避難（上階、机上等）
・止⽔板設置（内部︓放射線区画等）
・17︓00〜職員⾞と社用⾞の移動（分院跡地）

・夜間待機 ︓通常夜勤者＋７名（院⻑、施設⻑、
事務⻑、総師⻑、栄養部⻑１、リハビリ２名、看
護師１）合計1７名

経 過

-35-



-36-



２F職員⾷堂
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２F 手術室

■8月14(土) 被災当日

2︓00 強雨、排⽔機場より連絡︓排⽔能⼒の限界
2︓18 理事⻑へ状況報告

敬松苑１F入所者の避難命令

2︓30 １F入所者避難開始︓避難終了(17分19秒)

１Fベッドの移送（20分）
１F物品避難（22分）

3︓45 道路冠⽔︓外来医療機器、厨房非常⾷等移動
5︓00 ⼀⻫メール「道路冠⽔、近づくことはできな

い、各⾃安全確保」

経 過
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6︓30 当院ボート準備
7︓00 大町町下潟消防にボート依頼

出勤可能職員（大町・江北）へ連絡
止⽔板外側設置、薬品分包機移動

8︓30 出勤職員 ⾃動⾞学校前に集合⇒ボート移動
関係機関へ連絡（医務課、⻑寿社会課、大町
町） EMIS入⼒

9︓00 職員到着 11名
止⽔板入口設置、排⽔ポンプ設置、分電盤防御
エレベータ停止上階待機、外来物品上階へ、
ベッド等（点滴室、内視鏡室）

経過
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11︓30 屋内浸⽔
放射線区画の浸⽔防御、書類等物品の上階避難

12︓30 ⼀⻫メール
「床上浸⽔中、入所者と機器避難、油なし。このまま
籠城。各⾃身の安全を最優先に」
15︓30 １F職員退避
16︓00 酸素室⽔位確認︓酸素転倒なし

断 ⽔
佐賀県医務課へ状況報告、DMAT隊依頼。

17︓00  吸引停止 : ポータブル器対応
サーバ室より⽔、非常⾷搬出、
DMAT隊と TEL連絡。

18︓30 ⾃衛隊ボートにて林酸素来院
酸素タンクの転倒防止固定

経過
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■8月15（日）道路冠⽔中
6︓30被害状況確認、止⽔版を撤去
9︓00 DMAT到着

災害対策本部との連絡調整
物資移送段取り︓⾃衛隊ボート
職員、日清医療⾷材移送
必要備品持参︓⽔、吸引器、衛⽣用品

12︓30 ⽔道バイパス配管接続 ⽔道復旧
15︓30 ⾃衛隊ボート 職員交代、DMAT撤収
18︓00    ⼀⻫メール「明日の出勤について」
■8月16（月）道路通⾏可能

職員⾞で出勤 清掃開始

経過
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主な被害状況
■人的被害：なし（患者、利用者、職員）
■インフラ系
・電気：停電なし（一部ｺﾝｾﾝﾄ、ブレーカー交換）
・水：１日断水 給水加圧ポンプ故障、地下水システム停止

⇒事前に貯水、バイパス復旧
・ガス：問題なし
・電話：使用可能
・エレベーター：３基全て停止
・交通：通行不可 ２日間 ⇒職員ボート移送
■設 備
・医療機器：MRI、CTスキャン、X線TV、一般撮影、マン
モグラフィ、 他リハビリ機器、厨房機器等
・PC端末３１台、プリンタ１０台、机上機器書類
・建物：床、壁、建具、書類棚等
・社用車：ランドクルーザー１台

前回の課題と達成度及び課題

■入所者の避難
避難所要時間︓ 27分 (2019年8月）

⇒17分 (2021年8月）
・地域排⽔機場の情報を元に避難開始

■職員の安全確保
連絡の円滑化︓⼀⻫メール導入 4回発信

冠⽔孤⽴時、浸⽔時、道路開通前日、当日

■職員移送︓大町町地元消防、⾃衛隊
（大町町と地元消防に事前に相談）

■⾞両の避難︓町内の⾼台へ事前移動
■電気⽔道の維持

有効だった対策
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前回の課題と達成度及び課題

■防⽔・排⽔
止⽔板（出入口、窓、放射線機器区画）

⇒想定⽔位越え
窓のシールド ⇒想定⽔位越
排⽔ポンプ設置（10台） ⇒想定⽔量越

■設備保全
X線機器区画の防⽔ ⇒想定⽔量越

かさ上げ︓吸引設備、X線機器の⼀部
⇒想定⽔位越

設備の上階への移動物品詳細化
⇒机上物品等想定⽔位越

不⾜だった対策

新たな対策

■浸⽔想定 床上160㎝

■垂直避難時間︓20分以内

■重要設備保全等
• X線機器の２F移設（CT、X線透視、薬局等）
• 地下⽔システム 嵩上げ1.5 M

• エレベーター保全 防⽔ドア・排⽔ポンプ
• 酸素室保全︓止⽔板︓排⽔ポンプ
• 屋上クレーン設置︓物資搬入
• １Fから移動する機器リストの詳細化
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避難訓練の継続

地下水濾過システム
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２F移設 ＣＴ等

止水板 エレベータ等
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酸素設備

屋上クレーン
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多くの⽅々に助けていただきました。
救援いただきました皆様に感謝いたします。
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令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会 

【応用編】 講義資料 

 

 

 

 

 

被災地支援者講演 

「令和５年７月豪雨の活動報告」 

 

 

 

 
久留米大学 法学部 国際政治学科 教授 

くるめ災害支援ネット「ハッシュ＃」 代表 

松田 光司 氏 
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令和５年７月豪雨の活動報告
くるめ災害支援ネット ハッシュ＃
会長 松田 光司

1

2024/06/06
福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会

自己紹介

松田 光司（まつだ こうじ）
● 久留米大学法学部の教授
● 久留米市ボランティア連絡協議会の理事
● くるめ災害支援ネット「ハッシュ」の会長
● 災害支援ふくおか広域ネットワーク（Fネッ
ト）の幹事

● 久留米大学災害ボランティアネットワーク
「ゆめくる」の顧問

● 「本業+α」×「そなえるくるめ」の副代表
● 久留米市西国分校区自主防災組織
● 防災士・地域防災リーダー

2
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団体名「ハッシュ＃」

● SNSで使われるハッシュタグを
イメージ。ハッシュタグをクリッ
クするように、当団体を通して、
同じ目的や関心領域で繋がっ
て、災害支援ができればと思っ
て命名。

● 久留米絣の井桁模様
● 周りに人が集まる井戸のように
人の気持ちをつなげる支援を！

3

背景

●久留米市は、複数年続けて被災
●災害が発生した時に迅速かつ的確な
支援活動

●周辺地域も被災している時は久留米
だけでもなんとかしなければならない

4
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目的

● 非常時：被災地において、被災者ニーズ
に基づく様々な支援活動を行う。特に家屋
浸水対応

● 平常時常：災害に備えて、市民に対する研
修会や災害支援活動を行う人材育成など
の活動を実施する

● 久留米市における防災力・災害対応力
の向上に努める 5

令和4年豪雨災害

6
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合同災害ボランティア
● 小規模ですが、平成２４年の豪雨で被
害があった同じ家屋が被災

● 久留米市の社会福祉協議会とFネットの
会員のハッシュとうきは市の「螢火」、
朝倉市の「Camp」、八女市の「がんば
りよるよ星野村」などと一緒に対応

7
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8
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その次のネットワーク活用
● 災害が起こった地域の土嚢をかき集めた
が、足りない。

● 災害が起こっていない西国分校区自主防
災組織が作成or備蓄した土嚢を移動させ
た。

● 毎年訓練で作った土嚢が役にたった。

9

自主防災組織が閉じたネットワークへ

● 少子高齢化に伴い、自主防災組織の担い手が少なくな
り、同じメンバーが長年担当して下さっている状況。

● 地元に強固なネットワークをもっているが、新しい繋がり
が生まれにくい。

● 久留米市は、校区の推薦で自主防災組織に取り込まれ
る仕組みになっている。

● 市民団体が推薦し、久留米市役所から校区の枠に入れ
込む新制度

10
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令和５年
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平常時の繋がり
● ハッシュ主催の校区向けの研修にFネット幹事団体
（Camp、螢火）を招待

● 久留米市でリノベーション設計施工、DIYワーク
ショップの企画・運営、空き家対策や移住定住支
援などを行っているH&A brothersを招待

● 校区の振興会会長、自治会長や被災する可能性が
ある住民の直接繋がる。

● 事前復興の準備

13

令和５年7月１０日豪雨災害

14
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活動の中で良かったこと、問題、今後の課題
•良かったこと：平常時から繋がっている地域だったので、予備調
査を自治会長が実施していて、自治会長と一緒にニーズ調査＋
現地調査（畳、床板剥がし）がき迅速かつきめ細かくにできた。
コミュニティーマッチング方式

•問題：災害ボランティアセンター（以後「災ボラ」と表記）の職員
と一緒に行く予定が行けなかった。ハッシュ案件が多くなり、難
しい所を優先する為に災害ボランティアセンターに依頼を振っ
ても「うちはハッシュでなければダメだ」と断れることなった。

•課題：最初の調査は、できるだけ「災ボラ」の職員と一緒に。一
緒にいけない場合は、「ハッシュ」と名乗らないで「災ボラ」を名
乗る。調査した者ではなく「災ボラ」 のボランティアさんが来る
ことを説明する。 19
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課題：敷地内の土砂撤去許可の仕組み

● 行政から道路の土砂撤去の依頼を受けた業者も
できれば協力したい業者が多数あり

● その場に被災者いれば、協力したし、しやすい。
● 避難していたり、外出していたりした被災者の敷地
に土砂が残る

● 被災者からの提言：敷地内土砂撤去の旗やシール
などの設置

● ご近所さんが代わりに指示する
● このような仕組みを地域で話し合い、実現したい

23
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少しでも地元で進める

● 被災者は、心のダメージも受けているので、無理しな
いで、周りに協力してもらいながら少しでも早く、少し
でも家が傷まない為に

● 被災地域あるいは周辺に住んでいる方が下記の対
応ができるようになる。
● 災害対応の為の道具をそろえる、畳と床板を剥が
す、濡れた畳を壁に立てかけておく、床下点検、養
生、ポンプを借りて水抜き、手が届く範囲だけでも
土砂出し、扇風機で風を当てて乾燥

● 各地域でできることを増やしたい 30
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行政+民間から借りる仕組み

● 行政やコミュティーセンターから様々な物が借
りれるが、民間でも貸し借りをしている。

● 農業用ポンプなども貸し借りしている。
● より迅速に貸し借りできるようにする。
● この貸し借りも各地域で出来るようにしたい。

32
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そなえ： 事前復興

● 災害ボランティアセンターから派遣されたボラン
ティア以外の地元の支援活動

● 地域の仮置き場を決めておけると災害ゴミ出しや
土砂出しが素早く手配できる

● 情報取集・伝達の仕組み
● 関係者の駐車場の取り決め
● 関係者の休憩場所の取り決め
● 民間も含めた貸し借りの仕組み
● この事前復興も各地域で議論し、事前に出来るだ
け決めておく体制

35

団体とのコーディネート

36
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企業の強みを生かした連携
公共施設

39
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企業の協力

● 役に立ちたいと思っている企業は沢山ある。
● 災害ボランティアセンターと連携した枠組みだ
けでなくその枠組みを越えた活動。

● 外部支援を調整

45

企業の協力

● 役に立ちたいと思っている企業は沢山ある
● 実際に動いて下さった企業：ダイハツ、トヨタ、
森永乳業、福岡銀行など

● 災害ボランティアセンターの枠組みを越えた
活動：鑓水建設、荏原製作所、耳納建設

● 外部支援を引き出す力が必要
● 各地域と外部支援の仕組みが必要

46
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業者や専門家の協力

● 自宅にもどる為に応急修理制度を活用して、業者
に見てもらいながら、家を修理した

● 戻った自宅で生活する為に福祉や医療専門家に
相談をした

● 介護認定をうけるかどうかの判断をしてもらった
● 行政書士に災害関連の公文書を作成してもらうこ
とができる

● 各地域で事前に制度の勉強をし、支援が必要な被
災者をサポートで体制が必要。

49

災害ボランティア以外の
ボランティア団体との連携

50

-75-



く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

51

く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

52

-76-



く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

手
縫
い
の
雑
巾

53

く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
冷
た
い
タ
オ
ル

54

-77-



く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

ド
ロ
ー
ン
で
山
の
状
態
を

確
認

筑
後
を
守
る
ド
ロ
ー
ン
隊55

く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

家
電
・家
具
等
支
援

ハ
ッ
シ
ュ

56

-78-



く

る

め

災

害

支

援

ネ

ッ

ト

ハ

ッ

シ

ュ

#

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

ハ
ッ
シ
ュ
と
久
留
米
社
協
57

災害ボランティア以外のボランティア

● 災害のボランティア≠体力自慢の人だけ
● 平常時のボランティア活動が非常時の支援につな
がる

● 大規模災害になると、家屋の復旧だけでなく、生活
再建が同時進行になる

● 他のボランティア団体との活動調整の場が実現＝
久留米連携会議・久留米市地域防災会議

● こちらから現場に行って、活動のお手伝いをしない
と繋がれない

● より一層の連携が必要 58
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その後のフォローアップ
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災害支援ふくおか広域ネットワーク Fネット 入会申し込み

● 福岡県内の団体の連携
● 年会費 ５千円
● 申し込みフォーム
https://saigaishienfnet.wordpress.c
om/#nyukai
でお申し込みいただき、当ネットワークの幹事
会で承認され次第、お振込先をご案内いたし
ます。

● ご入金の確認をもちまして入会完了となりま
す。

62
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ハッシュのサポート会員募集

● 主に久留米とその周辺
の自治体で活動の連携

● 左のハッシュ公式LINE
に登録

● サポート会員は、会費無
料

● イベントやボランティア
の案内が届きます。

63

64
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令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会 

【応用編】 講義資料 

 

 

 

 

 

専門家講演 

「避難所の課題と対策」 

 

 

 

 
 

国際医療福祉大学大学院 保健医療学専攻 災害医療分野 教授 

 国際医療福祉大学 災害保健医療研究センター 副センター長 

石井 美恵子 氏 
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令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会 

【応用編】 講演資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくおか防災クロスロード 

「どっちにすると？」 

 

 

 

 

 
福岡県消防防災指導課 
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ふくおか防災クロスロード
「どっちにすると？」

令和６年度福岡県自主防災組織・女性防火クラブ等リーダー研修会【応用編】

福岡県消防防災指導課

１ ゲームの目的
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○ ゲームの目的

災害を自分事ととらえ、参加者同士
で様々な意見や価値観を共有する。

ふくおか防災クロスロード

Cross Road : 「岐路」、「分かれ道」
→災害対応は、ジレンマを伴う重大な決断の連続

【防災クロスロード】

ひとりひとりが災害時に直面する問題に対して決断
→自分と周囲の決断を比較する。

自分の決断が・・・
・状況に応じて変化する
・他者にとっての正解とは限らない

ことを知る。

クロスロードとは？
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２ 防災クロスロード

① 問題に対して Yes/No を選択
→自分の家庭、地域だったらどうする？

② 理由・条件等を検討
→状況によって、選択が変わるかも？

③ グループ内で意見交換
→特に少数派の意見を聞いてみよう！

④ 全体発表
→自分の班ではこんな意見が出た！

ゲームの進め方
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ゲームをはじめる前に・・・

①会場準備

配席図を参考に前後の机を合わせて班をつくりましょう。

②自己紹介

・ お名前

・ お住いの市町村、所属している団体

・ 今年の「夏」の楽しみ

※１人３０秒でお願いします！！

③役割分担

・ リーダー（進行役）

・ 発表者

・ひとりの発表が終わったら拍手をする。質問
やリアクションは積極的に！

・他人の意見を否定しない！

・問題は状況が曖昧に書かれているところがあ
ります。自分ならどうするか想像を膨らませな
がら考えましょう！

ゲームのお約束
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あなたは「住民」です

・大雨で「避難指示」が発表されているが、雨の
降り方が激しく避難は難しいと判断し、自宅に留
まっています。

・雨が小降りになったので、このタイミングであれ
ば避難はできそうです。しかし、避難所までの経
路にある河川の状況は把握できていません。

あなたは避難所に避難しますか？

避難する方は…YES

避難しない方は…NO

あなたは「住民」です

雨が小降りになったタイミングで避難所に避難しますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（避難する） ／ NO（避難しない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「住民」です

・あなたは山のふもとで暮らしています。

・大雨の予報であったが、日中は小雨であり、自宅に留
まっていました。ところが、深夜になって雨脚が強まり、
「土砂災害警戒情報」が発表されました。

・避難するにも外は真っ暗で何も見えません。

あなたは避難所に避難しますか？

避難する方は…YES

避難しない方は…NO

あなたは「住民」です

深夜でも避難所に避難しますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（避難する） ／ NO（避難しない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「住民」です

・あなたは住宅街で寝たきりの妻と一緒に住んで
います。

・浸水が始まっているが、地域の人たちに妻を避
難所まで運んでほしいと言いだしにくい。

あなたは自宅に留まりますか？

留まる方は…YES

留まらない方は…NO

あなたは「住民」です

浸水がはじまったが、寝たきりの家族と家に留まります
か？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（留まる） ／ NO（留まらない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「住民」です

・あなたは大雨に備えて自主避難を検討しています。

・家族同然に生活しているモモちゃん（ラブラドルレトリ
バー、メス3歳）がいます。

・避難所では、同じスペースでモモちゃんと過ごすことが
できません。（ペット専用のスペースで他のペットと生活
する）

あなたは一緒に避難所に連れていきますか？

連れていく方は…YES

連れて行かない方は…NO

あなたは「住民」です

避難所にペットを連れていきますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（連れていく） ／ NO（連れていかない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「避難者」です

・大地震でわが家は半壊状態です。

・感染症（新型コロナウイルスやインフルエンザ）
が増えてきているとの報道がされており、あなた
が避難してきた避難所でも大流行しています。

あなたは避難所を出て家に戻りますか？

家に戻る方は…YES

家に戻らない方は…NO

あなたは「避難者」です

避難所で感染症が大流行。半壊の自宅に戻りますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（戻る） ／ NO（戻らない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「避難所運営者」です

・避難所を開設しトイレの準備を行っています。

・性的少数者の方に配慮して男性用、女性用に加えて誰
でも使用できるトイレを準備するべきだとの意見があります。

・しかし、トイレに限りがあり、混雑する、防犯対策をどうす
るのか等の課題もあります。

・また、配慮が必要な方の申し出を受けてからの準備で良
いのではという意見がある。

あなたは多目的トイレを準備しますか？

準備する方は…YES

準備しない方は…NO

あなたは「避難所運営者」です

性的少数者に配慮したトイレを準備しますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（準備する） ／ NO（準備しない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「避難所運営者」です

・避難所にパーテーションを設置するかどうか避難者に意
見を伺っています。

・「地域の顔見知りばかりの避難所であり、わざわざプライ
バシー保護する必要があるのか。」、「皆の健康状況もな
いほうがすぐにわかる。」との意見が大多数です。

・しかし、パーテーションがあった方が良いと思っている人
もいるかもしれません。

あなたはパーテーションを準備しますか？

準備する方は…YES

準備しない方は…NO

あなたは「避難所運営者」です

顔見知りばかりの避難所でパーテーションは準備します
か？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（準備する） ／ NO（準備しない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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あなたは「食料担当の職員」です

・避難所に２００名が避難してきています。

・現時点で確保している食料は１００名分で、以降の見
通しは今のところ立っていません。

あなたは食料を配りますか？

配る方は…YES

配らない方は…NO

あなたは「食料担当の職員」です

全員分の食料がないが、食料を配り始めますか？

理由

・

・

・

問題点

・

・

・

YES（配る） ／ NO（配らない）

条件

・

・

・

事前にできることは・・・

・

・

・
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ゲームの振り返り

グループ内で本日の感想を自由に発表しましょう。

・ 迷った問題、即決した問題

・ 自分と周囲の意見が違っていたこと

・ 周囲の意見で意外だと感じたこと

・ あなたが実際に経験したジレンマ などなど

※１人１分でお願いします！！

○ まとめ 「ふくおか災害クロスロード」

１ 様々な意見や価値観がある

２ 状況によって「正解」が変わる

少数で対応を判断せず、周囲の人の考え（価値観）にも耳を傾ける。
家庭や地域の状況によって、判断がまったく異なることがある。

過去の成功事例でも、常に正しいとは限らない。
臨機応変に状況に応じた最適解を探す。

お住いの地域でも試してみてください！

→実際に起こりそうな、判断が難しい状況を想定することがポイント
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福  岡  県 
総務部防災危機管理局 

消 防 防 災 指 導 課 

（ 防 災 指 導 係 ） 

 

郵便番号 812-8577   

福岡県福岡市博多区東公園７番７号 

電話番号 (092)643-3113 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/ 


